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ホームページで
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広報部からのお知らせ

● 広告募集 ● ●記事募集 ●

　本誌は、日本全国で活躍している工学院大学の卒業生を中心に、
約68,000人を対象として発行しています。 貴社の活動や製品・サー
ビスを紹介してみませんか。

　詳細につきましては、工学院大学校友会事務局までお問い合わせ
ください。

　広報部では、校友のみなさまの活動を本
誌やホームページを使って紹介するお手伝
いをします。 支部や同窓会、同期会主催の
イベント案内、参加者募集や楽しかった活
動の報告など、お気軽にお知らせください。
　また、校友のみなさまがご執筆された書
籍の紹介もいたします。
詳細につきましては、工学院大学校友会事
務局までお問い合わせください。

◎掲載紙 工学院大学校友会報Vol.145

工学院大学校友会のホームページはこちらから

会員ページID・パスワード

https://www.kogakuin-koyukai.jp/

集 後 記編
　新型コロナウイルス感染症は未だ終息しておりませんが、マ
スク着用については緩和が始まりました。工学院大学において
は入学式・学位授与式・学園祭など様々な行事・イベントが徐々
に再開されつつあります。この間で ICT リテラシーが飛躍的に
向上し、オンライン形式の利点を積極的に活用する動きが進み
ました。校友会の諸活動も、社員総会や全国支部長会などの各
種行事や会議においてもオンライン形式での開催が定着いたし
ました。今後は各行事等の再開が期待されます。
　このように、人と人とのコミュニケーションのカタチが大き
く変貌した今、校友会活動についても多様性を活かした活動の
仕方を様々に取り入れ、活動範囲を拡大して行ける事と考えま
す。待ちに待った全国大会も無事再開され、大成功の報告を掲
載することができました。
　校友会報は今回よりSDGsの時代に相応しく電子版にリニュー
アルしての発行といたしました。そして、校友各位のご支援に
より、何とか今年も校友会報をお届けできることとなりました。
　校友会広報部は、今後も校友の皆様にとって有益な情報を、
可能な限り遅延なく、また居住地に関係なくお届けするべく尽
力してまいります。
　最後に、本誌の発行に多大なるご支援・ご協力をいただきま
した学園理事長、大学学長、附属中学校・高等学校長、各同窓会長、
原稿をご執筆いただいた校友各位に、この場を借りてお礼を申
し上げます。

工学院大学

務局までお問い合わせください。

、生業卒の校学等高属附学大院学工、学大院学工な対象主◎
専門学校の卒業生、卒業生のご父母、現任教員、
学園関係者など

◎掲載料金 第２表紙・第３表紙：￥240,000-
本文内： ¥90,000-（1/2ページ）／

¥180,000-（１ページ）

◎募集対象 企業、組織、団体などの広告宣伝など

◎発行予定日 2024年3月

◎募集締切り 2024年1月15日

上記のメールアドレスへ、以下の項目を記載の上、お問い合わせください。
〇件名「校友会員専用ページのID・パスワード照会」
①氏名（漢字表記） ※旧姓から変わられた方は旧姓も記載　／　②卒業区分・卒業年
③メールアドレス　／　④住所 ※任意：卒業時の住所から変更となっている場合のみ
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　大学、大学院及び附属中高の諸活動
に日頃より多大な支援をたまわり、御
礼申し上げます。
　2023年は、本学園の中期計画「コン
パス 2023」の最終年にあたります。学
園では、中期計画の目標達成状況を確
認し、今後に向けた改善点を探る必要
があります。そして、それをもとに、新
たな中期計画の策定に着手する年と
いうことになります。本学園の中期計
画は、6年間の計画を定める（中間にあ
たる 3年終了時に修正）ことを通例と
しています。既に、新しい中期計画に
引き継ぐべき課題として、クラウド
キャンパス（仮称）の設立やダイバー
シティ（男女共同参画を含む）の取り
組み強化等がありますが、学内各部署
はもちろん校友会をはじめとする関
係機関からも、学園の将来に向けて積
極的な提案や意見をお寄せいただけ
ればと考えております。
　なお、2023年 5月末に任期更新に
ともない新理事会が発足するので、新
中期計画は新理事会の下で議論され
ることになります。

　新型コロナは 2023 年 5 月 8 日か
ら第 5類の感染症になりますが、本質
が変わるわけではありません。密に気
を付けてウィズコロナの生活を送り
たいと思います。ICT を利用した時間
割は学生達に生活のゆとりをもたら
しています。学外活動の制限なども緩
和されることで、学生たちはさらに伸
びやかな生活を楽しめます。
　新宿キャンパス地下一階に限って
いた出入りも、2020 年に生まれ変
わった 1 階アトリウムからも可能に
なりました。図書館は機能を電子化
し、さらにメディア情報を加えた本学
の目玉施設・学術情報センター「工手
の泉」として生まれ変わりました。併
設された建築設計授業スペース・デ
ジタルツインラボは壁一面のディス
プレイで実物大での建築構造物を疑
似体験できる教室です。変わり続ける
工学院大学にご期待ください。

　附属中高は、2022 年に志願者を約
5 割増やしましたが、2023 年はさら
に約 3 割増やしました。これは、生徒
のみなさんが目標に向かってがん
ばっている姿やそれをサポートする
教職員の姿が、受験生やその保護者に
認識された結果だと思っています。
　大学は、新宿と八王子というツイン
キャンパスを持つメリットを最大限
に生かして大きく魅力を増進させよ
うとしています。世の中に大学附属校
は多数あれど、本校のように大学キャ
ンパスの中にある学校は少数で、さら
に、中高大院が密に連携できている工
学院のような素晴らしい事例は極め
て稀です。
　附属中高が魅力的なのは、生徒や教
職員と、中高をご支援いただく大学や
校友会などの存在があるからだと考
えています。今後ともご支援賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

　校友の皆様には、校友会活動への理解とご協力

を賜り、心よりお礼申し上げます。校友会は校友

同士が情報交換できる交流の場を設け、校友の

方々の更なる発展に貢献することが大切な目的の

一つです。

【校友同志交流】

①これまで３年前から続きました、新型コロナウ

イルスの影響で一番大事な校友同士の交流の場

を自粛してまいりましたが、昨年 2022 年の

後半からコロナの回復の兆しが見え始めました

ので、２年延期しておりました第 19 回校友会

全国大会の大分大会を別府にて、大分県支部の

ご尽力のおかげで 11 月 12 日・13 日に開催

することができました。

②12 月 10 日には、学園主催のホームカミング

フェスが開催され、大勢の校友が集まり、リ

ニューアルされた 1 階アトリウムにて、学生

の皆様に歓迎していただきました。吹奏楽部の

演奏・ソーラーチーム紹介や屋台村を楽しみな

がら対面で久しぶりの母校を、楽しむことがで

きました。

③年を明けて 1 月 8 日は「新春の集い 2023」

を同窓会組織部の企画でエステック情報ビルの

4 階レストランで開催いたしました。久しぶり

の学友や先輩・後輩との交流で盛り上がりまし

た。

　この３つの集まりは、久しぶり対面で大盛況の

校友交流の場となり、校友会の目的がかなえられ
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一般社団法人 工学院大学校友会
会長　田野邉 幸裕

学校法人工学院大学 理事長
後藤 治

工学院大学 学長
伊藤 慎一郎

工学院大学附属中学校・高等学校 校長
中野 由章

ました。来年 2024 年 11月 9 日・10 日に開催予

定の、第 20 回校友会全国大会の高知大会への期待

が参加者から多く寄せられています。

【嬉しいニュース】

①令和４年の秋の叙勲において、川﨑　功氏

（1961 年機械工学科卒　空手道部 OB）が旭日

双光章の栄誉を受けられました。日本空手協会や

静岡県空手道連盟などの団体役員を歴任されての

スポーツ振興功労による叙勲となりました。

②令和４年秋の褒章において、磯　三男氏（1962

年電気工学科卒）が緑綬褒章を受章されました。

エネルギー分野での専門知識を活用した長年にわ

たる環境保全活動実績による功労が認められての

受賞となりました。

③学園創立 135 周年式典（2022 年 10 月 31 日）

に於きまして、工学院大学を卒業して活躍されて

いる女性の中から、1970 年建築学科卒業の岩瀬

栄子様と、2017 年情報学部コンピュータ科学科

卒業の惟村恵里様の二人が「女性躍進賞」を受賞

されました。更なるご活躍を期待いたします。

【校友会報誌の電子化】

　校友会報は従来の紙の冊子の会誌から、校友会

ホームページからパソコンやスマートフォンで見る

ことの出来る電子版の会誌へとリニューアルいたし

ました。今後とも会員の皆様がいつでも読みやすく、

様々な情報に繋がりやすい会誌へとなるように取り

組んでまいります。

【来年は校友会設立 125周年】

　学校法人工学院大学の前身である工手学校は

1887 年（明治 20 年）に創立され、昨年の 10 月

31日に創立135周年を迎えました。校友会のルー

ツは、124 年前 1899 年（明治 32 年）の「工手

学校同窓会」発足が始まりです。来年の 5月 14日

には一般社団法人工学院大学校友会は、設立 125

周年を迎えます。これから「工学院大学校友会

125周年記念誌」の発刊に取り組みます。

ご
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王子市民フォーラム・未来を語る　ゼロカーボンシティの実
現に向けて」にチームの大学院生と自動車部の高校生が登壇
し、脱炭素社会の実現に向けた意識の醸成に協力しました。
　2023 年 10 月にオーストラリアで開催される世界大会参
戦に向けて、新車両の開発を進めています。

■KRP（Kogakuin Robot Project）
　2021 年に続き、2022 年も NHK ロボコンに出場し、2年
連続で東京エレクトロン株式会社による特別賞を受賞しまし
た。2 台のロボット間でボールを移動させ、相手ロボット頭
上のボールを落とす競技で、ボールをパスして確実に渡すユ
ニークな手法が評価されました。大会のダイジェストは、
NHKで７月 18日に放映されました。
　KRP は、すでに 2023 年大会の第 1次審査を通過し、機体
製作に注力しています。

■学生フォーミュラ（Kogakuin Racing Team）
　9 月 6 日～10 日に開催された学生フォーミュラー日本大
会 2022 で、KRT は総合 7 位に入りました。9年ぶりに全種
目を完走し、チームの歴代最高順位を更新しました。校友会
の名前も刻まれたマシンで悪天候も乗り越え、大きな飛躍を
遂げました。その活躍は、主催者サイトのレポートで取り上
げられました。

大学の軌跡をサイトとイベントで紹介
　学園創立 135 年となる 2022 年は、学園の歴史と社会的
意義を見つめる展示やイベントを開催しました。
　ホームページに掲載中の「工学院大学ヒストリー」は、第
3 章を追記。社会の趨勢にあわせて大学が発展する様子が感
じられるページとなりました。
　新宿キャンパスの地下 1 階では、創立 135 周年記念展示
を開始。制作は、建築系学生プロジェクト WA-K.pro( ワー
クプロ ) と空間デザインのプロ株式会社博展が協働で行いま
した。
　アトリウムで開催した、東京経済大学とのトークセッショ
ン（2022 年 10 月 25 日および 2023 年 2 月 17 日）では、
創立に関わったメンバーの心意気や社会からの期待と貢献、こ
れからの工学のありかたを振り返りました。「学園の誇りを改
めて感じた」といった感想を多く
の卒業生からいただいています。

学園祭や体育祭が3年ぶりにキャンパスで
開催されるなど、賑やかなキャンパスが戻
りつつあります。
　コロナ禍を通して培った経験をプラスに活かした授業改革
が、2022 年 4 月から展開されました。1 時限目と 6 時限目
は全てオンラインのオンデマンド授業とし、対面の実験・実習・
演習授業は、曜日や時限を集中して実施することで、通勤ラッ
シュを避けて、自分のスケジュールに合った時間帯を有効に
活かせるようになりました。学びや創造活動に積極的で好奇

学 園

大 学

附属中学校・高等学校
　3 年ぶりに強歩大会や海外短期留学が開催される、夢工祭
に予約制ながら一般の方も来場いただくなど、附属中学校・
高等学校においても対面での開催が増えた一年でした。一方
で、オンラインでの海外交流も継続され、効果を重視した教
育に発展しています。様々な取り組みが評価され、受験生は
中学・高校共に増えています。

■自動車部、白浜 ECO-CAR チャレンジで第 3位
　自動車部は、9 月 23 日から 24 日にかけて旧白浜空港特
設会場 ( 和歌山県西牟婁郡白浜町 ) で開催された「白浜
ECO-CAR チャレンジ 」に参戦し、 エキスパートクラスで第
3 位に入賞しました。社会人や大学生、高専生からなるソー
ラーカーチームに交じり、他クラスを含む総合でも 3 位に入
る健闘を見せました。

心旺盛、真摯な姿勢で何事にも取り組む学生にあふれるキャ
ンパスを目指します。
　建築学部では、2022 年秋から分野横断型デジタル教育が
スタートし、建築・都市産業の DX に貢献する人材の育成を
始めました。同事業は、文部科学省「デジタルと専門分野の
掛け合わせによる産業ＤＸをけん引する高度専門人材育成事
業」の採択を受け、最新の設備が導入されました。

学生プロジェクト、各分野で躍動
　2022 年は、ようやく大会などが開催され、学生たちは大
いに活躍しました。各分野の甲子園に相当する大会に出場が
決まると、校友会からは必勝祈願のお札をいただき、校友の
激励を胸に出場しました。

■みつばちプロジェクト、SCP（Science Create Project）
　2 団体がタッグを組み、KUTE Honey シリーズ第 3 弾と
なるハンドソープを企画開発しました。2022 年度は京王聖
蹟桜ヶ丘ショッピングセンターで 8 月と 12 月にこれまでに
開発したハンドクリームや入浴料とともに期間限定販売。
SCP は同会場でふわふわスライム作りのブースを開設し、盛
り上げました。
　2023 年春には、ハチミツ入りビール造りのプロジェクト
を始動します。続報は大学ホームページや SNS をご覧くださ
い。

■工学院大学ソーラーチーム
　8 月 8-11 日に秋田県大潟村で行われたソーラーカーレー
ス「ワールド・グリーン・チャレンジ」で準優勝しました。
11 月に東京たま未来メッセで開催された「八王子ものづく
り EXPO2022」には 4 号機 Wing を出展し、バーチャルド
ライブ体験で多くの来場者に技術をアピールしました。自動
車部 ( 附属中高 ) のサポートは 2 年目を迎え、若い世代で知
識の定着と技術の向上を切磋しています。翌 12月には、「八
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会長挨拶
当同窓会では、校友会活動を通じて校友のみならず、教職員や学生さん達との連携・交流を図り、お互い
の技術、情報、人脈を活用し合えるような「場」でありたいと願って活動しています。特に若い方々には
積極的に参加して頂き、仕事にも役立つ校友会にご期待下さい。
活動報告
恒例の「報告会兼意見交換会」、「活躍するOBの報告会」、「秋の集い」、「機機械会」は全てオンライン開催で、
参加者も首都圏中心から遠方の方々まで幅広く参加頂けるようになりました。
①活躍する OB の報告会：毎年夏頃、仕事面に限定せず、趣味を含めた様々な方面で活躍されている OB
の方にご講演頂くイベントで、昨夏は「私のスローライフ：甲州庵だより」を開催、17 回目の 2023 年
度は8月に開催する予定です。

②秋の集い：4学生プロジェクト活動報告の発表を中心に学生との交流を深めた集いでした。
③機機械会：機械系教職員・学生との連携・交流を目的とし、年 2 回開催しており、2022 年度は機械工
学科の菱田博俊准教授と、同じく機械工学科の西谷要介教授に講師をお願いしました。講演後は、研究
内容に対する質問は勿論のこと、講演内容と全く関係ないことの質問も許される奇々怪々な交流会です。

会長挨拶
生命化学科、応用化学科、環境化学科、及び大学院化学応用学専攻で学ぶ学生諸君を支援する為に、教員
の先生方と同窓会会員の皆様方と協力して、学習支援や就職支援など各種支援活動を推進していきたいと
存じます。
活動報告
化学系同窓会の学生支援事業に、TOEIC の取得 SCORE による表彰として「英語応援賞」があります。
ENTRY は、化学系各学科（生命化学科、応用化学科、環境化学科）の先生方にお願いしております。
2021 年度の受賞者 10 名の皆様には、2022 年度に表彰状と副賞を授与いたしました。おめでとうござい
ます。本年度も多くの学生諸君からのENTRYを期待しています。
また、就職支援課と相談しながら、応用化学科の学生を対象に、卒業生が勤めている企業の人事担当者に
来校してもらい「企業説明会」を開催いたしました。（4月と 1月の 2回）その他、各学科でのスポーツ大
会の開催支援を行いました。今後、科学教室が再開されましたら、卒業生と学生諸君が一緒になって子供
向け化学実験が出来る様にと期待しております。 

会長挨拶
日頃は校友の皆様からご支援・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。コロナ禍が続き対面での
イベントが制限される中、オンラインでのコミュニケーションツールを活用し、幅広い会員層の交流・情
報提供に努力いたします。
活動報告
コロナ禍が長引き、今期も「ホームカミングパーティー」（5月、八王子）と「おもいでCafe」（9月、夢工祭）
を開催できませんでした。本会の運営は報告会・意見交換会（5 月）や定例役員会を Zoom オンライン開
催とし、報告・連絡・相談事項等は役員メーリングリストを適時活用いたしました。今期から校友会西東
京支部との企画連携を特別事業と位置づけ、校友が楽しみつつ高校の生徒・部活動を応援することができ
ました。また、本会員が校友会「大分大会」へ参加して校友と親睦を深めることができ、支部組織部およ
び大会事務局の皆様へ感謝いたしております。なお、年間活動をまとめた会報「夢広場」は今号も印刷物
として配布いたします。

会長挨拶
専門学校は、2009年に廃校になりましたが卒業生全員、益々意気軒昂、結束を高めております。
少しも他人のために生きないものは、ほとんど自分のためにも生きていない。HONEST ENDEAVOR
よろしくお願い申し上げます。
活動報告
With コロナ時代に合わせ会員がなるべく集えるような機会を毎月、実施しております。
①（リモート）情報交換会
スモールトークの場です。各自の近況報告、勤務する業界の動向、コロナ禍の取り組み方、花粉症対策
など気軽に話し合う場です。また、近隣支部、HCFや新春の集い等に積極的に参加しております。

②英会話教室
以前は、新宿のキャンパスで行っておりましたが、現在はリモートで続けております。音読中心ですが、（継
続は力）レベルも上がっています。

この二つの会により、休眠会員の掘り起こし効果！が出てきました。
コロナ感染者も減少してきましたので、更なる活発な活動 (見学会・研修旅行）を計画しております。

会長挨拶
当同窓会の使命は、校友や学生をつなげ支えることです。会報「隆星」発行、学生の資格取得支援、インターンシッ
プ報告会優秀者表彰、院生の優秀論文表彰などでサポートしています。今後も仲間達を力強く応援します。
活動報告
当同窓会は、6 学科及び大学院の同窓生で構成され、2023 年１月 27 日現在、15,050 名が社会の各分野
で活躍しています。主な活動は、
①資格取得報奨制度：資格試験に合格した場合、報奨金を授与するものです。今年度は 33 名に授与し累
計で231名になりました。

②インターンシップ報告会優秀者表彰：大学のインターンシップ利用者の報告を聴講し、優秀な学生を表
彰します。4年度は4名でした。

③院生優秀論文表彰：院生の優秀な論文に対して、応援するため令和 3 年度に創設した制度で、4 年度は
1名でした。

他にも、学生の就職支援活動等も着実に継続しています。
今後も学生との連携を強化しつつ、力強く支える同窓会を目指して活動を進めます。

機械系同窓会　

会長　植木 幸裕

機械系同窓会 活動紹介

化学系同窓会

会長　志村　豊

化学系同窓会 活動紹介

電気系同窓会　

会長　島林 正美

電気系同窓会 活動紹介

専門学校同窓会　

会長　平山 徹夫

専門学校同窓会 活動紹介

附属高等学校同窓会

会長　岸　和浩

附属高等学校同窓会 活動紹介

建築系同窓会　

会長　高木 雅行

ききかいかい

建築系同窓会 活動紹介
会長挨拶
同窓会ホームページが新しくなり、多くのお方にご覧いただけたかと思います。コロナ禍も完全には終息
しておりませんが、今後は対面での会合や、行事を再開して行きます。ぜひご参加いただけます様お願い
いたします。 
活動報告
昨年より、同窓会誌 NICHE は電子版にリニューアルいたしました。ご覧頂いた読者の皆様方のご意見をど
うぞお寄せください。今後も新たな編集方針も加え卒業生の活躍を中心にご紹介して行きます。また、新
設した同窓会賞は卒業制作の優秀者を表彰するに加え、卒業論文に対しても表彰を行う事といたしました。
故武藤章先生設計の工学院大学白樺湖学寮は今年修繕工事を実施いたします。「白樺湖夏の家」は大学より
引き継ぎ、減築・整備し日本建築家協会から JIA25 年賞を授与されました。今後もその価値にふさわしい
利用方法や、セミナーなどを増やして行きます。
新ホームページに加え、FacebookのNICHEもスタートしました。ぜひご利用ください。
同窓会ホームページ：https://niche-alumni.com
NICHE Facebook：https://www.facebook.com/niche.kogakuin
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全ての予定は状況により、日程変更・中止になる場合があります。イベントの
前には必ず校友会ホームページにてご確認ください。

開催予定日 行事内容 開催場所　（変更になる場合があります）

5月27日（土） 全国支部長会 新宿校舎

5月28日（日） 第11回定時社員総会 新宿校舎

1月7日（日） 新春の集い2024 新宿校舎

学校 学部 学科 学年 氏名

工 学 院 大 学 大 学 院 機械工学専攻 2年 矢口　大暉

工 学 院 大 学 大 学 院 化学応用学専攻 1年 上村　　葵

工 学 院 大 学 大 学 院 電気・電子工学専攻 1年 徳重　明人

工 学 院 大 学 大 学 院 情報学専攻 2年 高田　盾作

工 学 院 大 学 大 学 院 建築学専攻 2年 向井　菜萌

工 学 院 大 学 大 学 院 システムデザイン専攻 2年 御代川　亮

工 学 院 大 学 工 学 部 機械工学科 2年 中村　燎人

工 学 院 大 学 工 学 部 機械システム工学科 2年 鈴木　彪悟

工 学 院 大 学 工 学 部 電気電子工学科 4年 池田　　翔

工 学 院 大 学 情 報 学 部 情報通信工学科 4年 中山　誠亜

工 学 院 大 学 情 報 学 部 コンピュータ科学科 4年 鈴木　陽晴

工 学 院 大 学 情 報 学 部 情報デザイン学科 4年 中田　健太

工 学 院 大 学 情 報 学 部 システム数理学科 4年 齋野　龍泰

工 学 院 大 学 建 築 学 部 建築学部総合 2年 岩佐　なお

工 学 院 大 学 建 築 学 部 建築学部総合 2年 高橋　　唯

工 学 院 大 学 建 築 学 部 建築学部総合 2年 阿部　夢子

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 生命化学科 2年 打越　浩平

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 応用化学科 2年 島本　真衣

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 環境化学科 2年 平原　広大

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 応用物理学科 3年 月岡　知里

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 機械理工学科 2年 谷口　満帆

附属高等学校 文理先進コース 2年 千葉　真翔

附属高等学校 サイエンスコース 3年 落合　涼太

附属高等学校 文理先進コース 3年 岡部　海斗

附 属 中 学 校 インターナショナルクラス 2年 鳥生　　伶

附 属 中 学 校 特進理数クラス 3年 宮野　優香

2022年度 表彰学生・生徒

2023年度校友会主な行事予定
部　長　小澤 和重
副部長／植木 幸裕、島林 正美
部　員／一柳 裕昭、片原 陽児
　　　　森田　 保、久禮 和彦
　　　　小口 俊明、井上 博明

総務部は、原則として月１回の定例部会の他に、社員総会時や集中審議の必要性がある場合 に臨時部会
を開催して活動をしています。 主な業務は、各種規則の制定や定款・規則類の改正に関すること、社員
総会開催に関すること、校友会の事業計画に関すること、他部に属さない事項等多岐にわたっています。 
2022 年度は、コロナ禍が続く状況下における社員総会の Zoom オンライン開催実施及び事業活動を行
うための定款及び諸規則改定などを手がけました。 また、地方支部や各同窓会、各部会で IＴ利用（例え
ばリモート会議開催のためのシステムセットアップ等）をサポートするチームの立ち上げ、実施案作成
を行いました。 今後、我が校友会が校友のための魅力ある組織となるよう、部員一丸となって活動して
まいりますので、ご協力をお願いいたします。

総務部

財務部は、学園に継続的に寄附を行う健全な財務体質を目指して、四半期ごとの決算書において、校友
会の財産が適正に経理処理されていることの確認が主な業務です。2022 年度は各部による学園への貢
献事業を助成する目的で昨年同様挑戦的な予算を組みました。その結果、大分での全国大会と新春の集
いを規模縮小ながらも対面で行うことができました。
校友会員は終身会員ですが、維持協力会費納付へのご協力をお願いしております。イベントの復活によ
り納入率はやや上向きましたが、コロナ前までは戻っておりません。皆様には維持協力会費納付及び預
金口座振替サービスへのご登録のご協力をお願い致します。

部　長　佐藤 弘規
副部長／川島 久宜
部　員／小川 文夫、川島あゆみ
　　　　原 　貴子、広田 慶孝
　　　　駒崎 健一

財務部

部　長　高木 雅行
副部長／平山 徹夫
部　員／坂口 教子、浅利 信博
　　　　名取 勝敏、安宅 惠理
　　　　甘粕 一彦、新海 俊一
　　　　田中 元樹

広報部は、1. 校友会報の発行 2. 校友会ホームページの更新、管理を主な活動としております。
加えて会誌連携に関する意見聴取、支部掲示板サイトを再構築いたしました。
①校友会報の発行
同窓会の活動報告や事務報告を中心とする会報といたしました。一方で各同窓会誌の編集ご担当者の
皆様からの会誌連携に対する意見聴取を部の枠を超えて行いました。

②校友会ホームページの更新、管理
校友会や学園のイベント等会員の皆様の様々な活動を紹介しております。再構築した支部掲示板サイ
トは 22支部の皆様にご活用いただき 500ビュー /月の閲覧・ご利用頂けました。

広報部

同窓会組織部は、新春の集いの企画・運営、学術講演会の企画・開催、各種交流活動への支援などの活
動を行っています。
校友が集う機会が失われるなか、校友会員交流会「校友の絆をつなぐ会」を 8 月 27 日 ( 土 ) に工学院
大学准教授 桂良寛先生をお招きし、『健康』をテーマに健康寿命の大切さの講演と筋肉量の維持向上を
目指す「エキセントリック体操」の実践指導をいただきました。当初は対面による開催を予定でしたが、
コロナ禍の影響により Web 会議の仕組みを利用しリモートによる開催としました。リモート開催によ
り遠方の皆様にもご参加を頂くことができました。校友会が主催する「新春の集い2023」は、1月8日(日)
に 3年ぶりの対面により、学外に場所を借りて開催しました。

部　長　宮木 義雄
副部長／内野 正之
部　員／久保 直紀、小野寺 康
　　　　唐崎 幸弘、吉田 　立
　　　　田中 元樹、山本 　進
　　　　近藤 松男
アドバイザー／鄭 雄飛

同窓会組織部

部　長　湯尾 慶一
副部長／櫻井 良尚
部　員／横田 　仁、三田 一男
　　　　小野寺 康、中里 利男
　　　　小林 将夫、岡安 　彰
　　　　荒井 翔平

支部組織部は各地域支部の活性化を目的に活動を行っています。
①新潟、岐阜、三重、岡山、徳島、愛媛、台湾の 7 支部の設立を活動中です。このうち愛媛県支部を立
上げする事が出来ました。未設立支部の校友のご連絡をお待ちしております。

②大分での全国大会を 2022 年 11 月 12～13 日に実施致しました。次回の大会は高知県で、2024 年
11月 9～10日で実施予定です。（支部組織部がサポートを実施しています）

③全国支部長会はネット会議形式で開催しています。ネット会議の運営等もだいぶ慣れてきました。
2023年度の全国支部長会議は 1月にネット会議で実施予定です。

支部組織部

学園連携部の主たる活動目的は、学園の諸事業及び学園に属する生徒と学生諸君の諸活動に対する支援
です。新型コロナ禍で、学園主催行事が縮小や中止となり、学園連携部の支援活動も停止や延期をせざ
るを得ない状態が一昨年度から続いておりますが、その中でも活動しております支援項目について報告
します。
①学生・生徒への助成金交付事業：成績優秀学生プロジェクトへの支援
②優秀学生・生徒表彰事業：成績優秀者へ表彰と奨励金 
③学園グッズのニーズ調査・販売に関わる事業：ゴーフル販売他
④学園主催ホームカミングフェスの開催支援事業

部　長　白井 精滋
副部長／小川 　隆
部　員／久保 直紀、志村　 豊
　　　　望月 千尋、高長 秀光
　　　　菊川 　亘、熊倉 　強
　　　　青井　 瑛、勝谷 尚武
　　　　加藤　 滋、田中 元樹
　　　　篠崎 秀夫
アドバイザー／矢ケ﨑隆義

学園連携部

各部会報告 報告［事務局］






